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オーテピア高知図書館
―私たちの現在地とアメリカで考えた未来―

八田 裕子 （オーテピア高知図書館）

2025年7月12日（土）10:50-12:30
明治大学駿河台キャンパスリバティタワー1103教室

2018年７月、全国初となる県市合築の図書館であるオーテピア高知図書館が開

館した。高知県と中核市である高知市が共同で建設し運営する当館では、窓口業
務をはじめとする共通業務を両館が一体的に行うことにより、両館の独自機能を
強化し、充実したサービスを提供している。また、オーテピア高知図書館ではサー
ビス計画を定め、「これからの高知を生きる人たちに力と喜びをもたらす図書館」を
基本理念として、課題解決の支援等に取り組んでいる。

オーテピア高知図書館が所在する複合施設オーテピア内には、高知みらい科学
館、オーテピア高知声と点字の図書館がある。これらの施設と連携して事業を行い、
役割を補完し合いながらサービスを提供していることも、オーテピア高知図書館の
特色の一つである。

2024年10月、アリゾナ州の公共図書館、大学図書館を訪問する機会をいただき、
いきいきとしたアメリカのライブラリアンの活動を目の当たりにした。これまでの
オーテピア高知図書館の活動に加え、アリゾナで得た知見を未来へのヒントとして
紹介することで、これからの図書館サービスにおける司書の役割や可能性につい
て考えるきっかけとしたい。

○講師略歴

高知県高知市在住。オーテピア高知図書館企画調整課司書（高知県立図書館
職員）。オーテピア高知図書館開館（2018年）からアウトリーチ専任司書を務め、
2021年からサービス計画の進捗管理や広報を担当。2024年10月、ホーナー日本
交流基金「図書館員の海外研修」研修生として米国アリゾナ州の図書館を訪問。
現在は、2027年の第３期計画策定に向け、「オーテピア高知図書館のこれから」を
考えている。

申込先：shisyo@meiji.ac.jp（学生以外の方の申込締切：
7月4日（金）※事前申込が必要です。参加無料）

http://www.kisc.meiji.ac.jp/~shisyo/
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